
今週のニュースの中では最も注目されたのは26日の南ア準備銀行の
政策金利発表や27日の12月南アCPIだ。政策金利発表は市場予想
通りで現行の7.00％に据え置かれたものの、「中銀の声明内容を受け
て、追加利下げの可能性が前回より高くなった」との見方を示す市場
関係者が多い。マーカス総裁は発表後の記者会見で「据え置きに対
し統一した意見がなかった。追加利下げの必要性を強調した見解も
出た」とのコメントを述べたため、「今後の経済景気が遅れる恐れが
出れば、SARBは次回の会合で0.5％追加利下げする可能性が十分
にある」と指摘するアナリストもいる。また、翌日に発表された12月CPI

は前年比、中銀のインフレターゲットとされている6.00％を上回った
ものの、中銀の予測6.5％より弱い結果となったことを背景に追加利
下げを行いやすい環境が整っている。こういう状況では与党ANCの
左翼派から南ア準備銀行の国有化等の発言が出始めたことは偶然
ではないかもしれない。今回は為替相場への影響が限定的だったが、
追加利下げムードがさらに高まれば、労組や共産党関係者の発言は
今後、ランドに対する下押し材料として意識されることも考えられる。

1/25 一部南ア現地メディアが伝えたところ、同国与党、
アフリカ民族会議（ANC）のマンタシェ議長はANC幹部
会議で南アフリカ準備銀行（中銀）の国有化を検討すべ
きだとの見解を示した；

1/26 南アフリカ準備銀行は政策金利を現行の7.00％
に据え置き、市場予想通りの決定となった；

1/27 南アフリカ統計局が27日発表した12月の南アフリ
カ消費者物価指数（ＣＰＩ）は前月比0.3％上昇、前年同
月比6.3％上昇とよもに予想を下回った；

1/28 南ア公正取引委員会はBAを始とする一部航空会
社に対し、サッカーW杯期間で航空券価格の不法調整
を行なった疑いで独占法違反の調査を開始した；

1/28 南アフリカ統計局が28日発表した12月の南アフリ
カ卸売物価指数（ＰＰＩ）は前月比0.7％上昇、前年同月
比0.7％上昇と、市場予想を上回る結果となった；

25日の週、ランド･円は方向感が欠ける展開となった。週明けにはバーナンキ米連邦準備理事会（ＦＲＢ）議長の再任観測が
高まり、リスク縮小色が一時薄れたため、エマージングのクロス･円が買い戻される動きが強まった。ランド･円も堅調に推移
した。一方、26日にアジア為替市場で中国の金融引き締め報道をきっかけにリスク懸念が再燃し、27日に11.70円台を割り
込む場面も見られた。週の後半はFOMCの決定を見極めたいとして神経質な値動きとなった。そのFOMCでは、市場の一部
にあった緩和措置の延長を示唆する内容がなかったため、出口戦略へと一歩近づいたとの観測が高まり、ドル買いが進ん
だ。ドル・円の上昇につれる格好で、クロス円は円安方向に推移しランド・円も11.99円の高値を付けた。ただ、週末にかけて
は、弱い米経済指標が重しとなり、再び11.70円台後半まで値を下げている。
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2月1日の週のランド・円は軟調地合いとなりそうだ。市場では中国の金
融政策引き締めの見通しが意識されているほか、ギリシャ、ポルトガル
等の欧州圏ソブリンリスクに対し警戒も残っており、高リスク資産への
意欲がやや抑制されている模様だ。追加利下げのシグナルと見なされ
た南ア準備銀行の金融政策決定会合も中期的な見通しでランドや南ア
株式への重しとなるだろう。また、金を始めとするコモディティ相場は一
進一退の値動きが目立っていることからも積極的な南アフリカ買いの展
開は考え難い。また、経済指標では25日に1月Naamsa自動車販売（前
年比）と3－5日に1月SACCI ビジネス・コンフィデンス（企業信頼感）が
予定されている。後者は12月に3ヶ月連続の低下となったため、今回の
発表が今後の景気回復見通しを占う上で、重要な材料と見なされる。ラ
ンドド･円の日足チャートを見ると、価格線は短長期移動平均線を下
回ったことや14日RSIが40ライン付近で下に向っており、軟調トレンドを
示唆している。ただ、11.50円水準が強いサポートポイントとして意識さ
れているほか、一目均衡表で雲の中に突入していることから11.50円を
しっかり下抜けない限り、急落する展開は考え難い。上値では12.00円
水準が目先のレジスタンスポイントとなっているほか、11.94に位置され
ている200日移動平均線も意識されている模様だ。

予想レンジ：11.50－11.90円
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● 今週の重要ニュース

● 来週のポイント

(C) GLOBAL-INFO Co,Ltd. All rights reserved.

南アの注意材料：商品先物（COMEX,NYMEX,WTI)、ダウ指数、国内インフレ動向、W杯関連報道、国内治安



25日の週、リラ・円はレンジ内の動きを繰り返した。週明けにはバーナンキFRB議長の再任手続きが難航する懸念が後
退したことを受け、エマージング諸国の株式や通貨が買い戻される動きが目立ち、リラ･円も高値60.94円まで買われた。
ただ、26日に伝わった中国の金融引き締め報道や弱い英国GDP統計が嫌気され、クロス･円売りが進行し、リラ･円も60
円水準を割り込む場面も見られ。その後、トルコ中銀が2010年のインフレ見通しを上方修正したことを受け、早期利上げ
観測が高まり、トルコ株式が反発、リラ･円も下げ渋る展開となり、FOMC発表を前にして、狭いレンジの中で値動きを繰り
返していたが、FOMC声明の内容で出口戦略への方向性が変わらないことが確認されると、ドル高円安が進み、リラ･円
が一気に60.70円水準を回復した。週末にかけて、28日の弱い米雇用指標をきっかけにNY株式が軟調に推移、円高・ド
ル高のリスク回避傾向が強まったため、リラ･円は再度、59円台後半まで売り込まれる展開となった。

1/23 欧州復興開発銀行(EBRD)はトルコの2010年GDP
予測を10月の3%から4.7%に上方修正したほか、2009年
GDP見通しも－6%から－5.6%に引き上げた；
1/25 トルコ観光省が発表した12月外国人観光客は前年
比12.4％増となった。年初来の観光客は前年比2.8％増大
した；
1/26 トルコ中銀は2010年のインフレ予測を11月の5.4％
から6.9％に上方修正した;

1/27 欧州議会が作成したトルコ報告書案ではトルコがで
きるだけ早いうちにキプロス共和国（ギリシャ系キプロス）
を容認し、トルコ軍をキプロスから早期撤退するよう求め
た；
1/28 トルコ中銀のユルマズ総裁はダボス会議で、2009年
トルコ経常赤字が130億ドルとなる見通しを明らかにした。
「これを賄うため、一部海外からの資金が必要となるだろう
との見解を示した；
1/28 国際通貨基金（ＩＭＦ）のリプスキー筆頭副専務理事
はトルコとの融資交渉について、同国政府はGDP比率で
の対外債務削減に「極めて積極的に」対応していると指摘
し、融資協定を巡る効果的な話し合いが続いていることを
明らかにした。

1日の週、リラ・円は下げ渋る展開になると見る。市場では中国の金融
状況の引き締め見通しや欧州圏のソブリンリスクが根強く懸念されてお
り、円が買われやすい状況が続くだろう。ただ、トルコ経済が市場予想
より早いペースで景気回復に向っているほか、トルコ中銀が早期利下
げに踏み切る観測が高まりつつあるため、リラがサポートされる材料と
なる公算が高い。IMFとの融資協定に対する期待は大分薄れたものの
、最終的な決断が発表されない限り、リラが大きく売られる展開は考え
難い。発表される経済指標では1日の1月トルコ製造業PMIや3日の同
月消費者物価指数、生産者物価指数が注目されている。１月消費者物
価指数の強い数字が出れば、早期利上げの観測が高まり、リラが買わ
れる動きが強まる可能性がある。テクニカル的にはリラ・円が短長期移
動平均線を下回り、14日RSIが40ライン付近に横ばいになっていること
から、緩やかな軟調トレンドが示唆される。下値では12月に2回も試さ
れた58円水準が目先のサポートポイントとして意識されやすい。上値で
は60.50円水準をしっかりと上抜けることが出来るかどうかが重要なポ
イントとなる。これを上抜ければ、62円台が視野に入り、売り圧力が大
分緩和されることが予想される。想定レンジは58.00－61.50円
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● 今週の重要ニュース

● 来週のポイント

23日の週はトルコ中銀関連報道が注目を集めた。序盤は当局
がインフレ率見通しを大幅に引き上げた。ユルマズ総裁は上方
修正の背景として、一部税率の引き上げのほか、石油や食糧価
格の上昇を挙げた。同氏によると、1－2月にインフレ率が一時
急上昇する可能性もあるようだ。中銀は前回のインフレレポート
で 使用された“政策金利を2010年で変更しない見通し”との表
現を削除し、“政策金利を当面現行の水準で維持する後、段階
的な引き上げに踏み切る可能性がある”との見解を示したことを
受け、市場関係者の間に早期利上げ観測が高まっている。
週の後半に入ってからまたもユルマズ総裁がCNBCテレビの
インタビューで、「トルコの外貨準備高が増大していることを考慮
すれば、経常赤字を賄う目的で海外から調達される資金をある
程度抑えられるが、IMFとの融資協定を締結すれば、外貨準備
高を高水準で維持することが出来る。この場合、リラ高が進行し
やすい状況になる」とのコメントを述べたほか、当局が今後も、
為替レートに影響を与えない範囲で外貨準備高を増やす意向を
明らかにした。市場ではこのコメントを受け、「中銀がリラ高を容
認する姿勢を示した」との声が聞かれている。
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● 為替・株価データ（日本時間 22日15時時点）
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● 経済指標カレンダー（1月25日～1月31日）
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